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こ
ん

に
ち

は
 杉

戸
議

会
で

す

７月 21日 は、

 杉戸町議会議員一般選挙です。

 みんなで投票に行こう！
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選　挙

※�広報すぎと（6月号）に、選挙に関する詳しいお知らせが出て
おりますので、ご覧ください。

選挙の問い合わせ先 ： 杉戸町選挙管理委員会　☎33-1111（代表）

皆さんの貴重な１票を無駄にすることなく、必ず投票しましょう。

投票日　７月21日（日）　時間：午前７時～午後８時
告示日　７月16日（火）
投票所　投票所入場券に記載されている投票所での投票となります。

杉戸町議会議員一般選挙

選
挙
と
の
同
時
選
挙
に
な
る

予
定
で
す
。

　

町
議
会
の
役
割
と
し
て
、

第
１
に
、
議
会
に
提
案
さ
れ

た
議
案
に
つ
い
て
、
本
会
議

な
ど
で
質
問
・
質
疑
・
修
正

等
を
行
い
、
予
算
・
契
約
・

条
例
等
の
審
議
に
お
い
て
最

終
的
な
決
定
を
す
る
こ
と
で

す
。

　

第
２
に
、
執
行
機
関
の
運

営
や
事
務
処
理
が
適
正
、
効

率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
監

視
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
杉
戸
町
の
発

展
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
代
表

と
な
る
議
員
を
決
め
る
大
切

な
選
挙
で
す
の
で
、
投
票
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
４
月
の
統
一
地
方
選

挙
で
は
、
無
投
票
当
選
や
定

数
割
れ
な
ど
、
地
方
議
会
の

議
員
の
な
り
手
不
足
が
新
聞

や
ニ
ュ
ー
ス
で
話
題
に
な
り

ま
し
た
。

　

さ
て
、
杉
戸
町
で
は
、
平

成
27
年
７
月
に
杉
戸
町
議
会

を
自
主
解
散
し
、
８
月
の
埼

玉
県
知
事
選
と
同
時
選
挙
を

行
っ
て
か
ら
、
４
年
の
歳
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

杉
戸
町
議
会
は
、
前
回
の

選
挙
で
は
、
経
費
節
減
・
町

民
の
利
便
性
、
投
票
率
の
向

上
等
を
図
る
た
め
、
同
時
選

挙
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た

が
、
今
回
の
選
挙
も
、
現
時

点
で
は
、
参
議
院
議
員
通
常

※
７
月
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

の
選
挙
期
日
に
よ
っ
て
は
、
同
日
選
挙
で
行
え
る
よ
う
に
、

杉
戸
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
選
挙
期
日
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

投
票
日
に
投
票
が
で
き
な
い
方
は
、

 

期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

場
所
：
役
場  

文
書
保
存
庫  

第
１
会
議
室

　

期
間
：
７
月
17
日
（
水
）
か
ら
７
月
20
日
（
土
）

　

時
間
：
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　

持
参
す
る
も
の
：
投
票
所
入
場
券
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条　例

階
で
は
２
千
人
、
第
２
段
階

で
は
867
人
、
第
３
段
階
で
は

721
人
の
合
計
３
千
５
８
８
人

に
な
り
ま
す
。

　
　
　

消
費
税
の
引
き
上
げ

　
　

に
か
か
わ
ら
ず
、
町
独

自
の
軽
減
制
度
を
引
き
続
き

実
施
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

消
費
税
の
引
き
上
げ

　
　

に
か
か
わ
ら
ず
、
町
独

自
の
軽
減
に
つ
き
ま
し
て
は

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
第
３
回
６
月
定
例
会
は
、
５
月
31
日
か
ら
６
月
19
日
ま
で
の
20
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
は
じ
め
、
条
例
改
正
、
契

約
な
ど
16
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
が
、
3
議
案
が
撤
回
さ
れ
、
残
り
の
13
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
、
意
見
書
２
件
を
審
議
し
、
１
件
を
可
決
、
１
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

内
」
と
は
い
わ
ゆ
る
過
労
死

ラ
イ
ン
だ
が
、
な
ぜ
条
例
・

規
則
を
改
正
す
る
の
か
。

　
　
　

労
働
関
係
法
令
及
び

　
　

人
事
院
規
則
の
改
正
に

則
り
、
地
方
公
務
員
法
に
お

け
る
「
均
衡
の
原
則
」
か
ら

も
町
例
規
の
改
正
を
行
い
ま

す
。
町
と
し
て
も
、
時
間
外

勤
務
の
多
い
職
員
に
つ
い
て

は
、
所
属
長
や
該
当
職
員
に

対
し
て
指
導
を
行
う
こ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

基
金
は
今
年
度
か
ら

　
　

活
用
が
可
能
な
の
か
、
今

後
の
基
金
の
活
用
計
画
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　

平
成
25
年
６
月
に
町

　
　

有
施
設
の
木
造
化
・
木
質

化
等
に
関
す
る
指
針
が
策
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に

は
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
使

用
し
ま
す
。
こ
の
使
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
の
実
施
計
画
等

に
反
映
さ
れ
た
の
ち
、
予
算
等

に
基
づ
い
て
計
画
的
に
使
わ

れ
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
は
活

用
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

今
改
正
に
よ
り
、
介

　
　

護
保
険
料
の
所
得
段

階
第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階

に
お
け
る
軽
減
後
の
調
整
率
、

保
険
料
額
、
対
象
人
数
は
ど

う
な
る
の
か
。

　
　
　

調
整
率
で
は
、
第
１

　
　

段
階
が
０
．
４
５
か

ら
０
．
３
７
５
、
第
２
段
階

が
０
．
７
か
ら
０
．
５
７
５
、

第
３
段
階
が
０
．
７
５
か
ら

０
．
７
２
５
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
額
で
は
、
第
１
段

階
が
２
万
５
６
０
０
円
か
ら

１
万
９
２
０
０
円
、
第
２
段

階
で
は
３
万
５
８
０
０
円
か

ら
２
万
９
５
０
０
円
、
第
３

段
階
で
は
３
万
８
４
０
０
円

か
ら
３
万
７
１
０
０
円
に
な

り
ま
す
。

　

対
象
人
数
で
は
、
第
１
段

　
　
　

他
律
的
業
務
に
つ
い

　
　

て
、
当
町
で
は
ど
の

よ
う
な
業
務
が
該
当
す
る
か
。

こ
れ
ま
で
に
ど
の
程
度
の
実

態
が
あ
っ
た
か
。

　
　
　

他
律
的
業
務
の
内
容

　
　

と
し
て
、
国
税
申
告

受
付
、
用
地
交
渉
、
国
政
選

挙
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
実
態
と
し
て

は
、
税
務
課
、
都
市
施
設
整

備
課
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
、
商
工
観
光
課
、
社
会

教
育
課
等
の
業
務
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　
　
　

他
律
的
業
務
に
お
け

　
　

る
「
１
月
100
時
間
未

満
か
つ
１
年
720
時
間
の
範
囲

　
　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の

　
　

配
分
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
譲
与
金
は
人
口
の
多
い
都

市
部
に
配
分
金
が
多
く
配
分

さ
れ
、
森
林
整
備
を
必
要
と
し

て
い
る
自
治
体
に
配
分
さ
れ

な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る

が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

戦
後
国
内
で
は
、
杉
や

　
　

檜
な
ど
の
人
工
林
を
植

え
て
産
業
が
発
展
し
た
が
、
そ

の
後
、
海
外
の
木
材
に
押
さ
れ

て
林
業
が
衰
退
し
、
森
林
を
活

用
す
る
循
環
型
が
途
切
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
森
林
が

荒
廃
し
、
災
害
や
二
酸
化
炭

素
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
都
市
部
で
木
造
化
・

木
質
化
を
進
め
る
こ
と
が
大

杉
戸
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
勤
務
時
間
、休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る

�

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

杉
戸
町
森
林
環
境
基
金
条
例

　
介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
消
費
税
率

の
改
定
に
伴
う
低
所
得
者
保
険
料
の
軽
減
強
化
を
図

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
人
事
院
規
則
の
改
正
に
基
づ
き
、
職
員
へ
の
時
間
外
勤
務
命
令

の
上
限
等
に
つ
い
て
国
家
公
務
員
に
準
じ
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
超
過
勤
務
の
上
限
が
高
す
ぎ
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
な
ど
の
反

対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
に
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
適
切
に
管
理
及
び
運
営
し
、
森
林
の
整
備
及
び
そ

の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
新
た
に
基
金
を
設
置
す

る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
国
や
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
企
業
が
引
き
受
け
る
べ
き
負
担
を
、
国
民
個

人
に
押
し
つ
け
る
も
の
で
あ
る
と
の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成

多
数
に
て
可
決
し
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

賛
成
11
・
反
対
３
で
可
決

賛
成
11
・
反
対
３
で
可
決

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑
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契約・専決処分・補正予算

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

　

ま
た
、
今
回
の
整
備
に
よ

り
、
配
信
が
音
声
合
成
に
な

り
、
聞
き
取
り
や
す
い
声
に

な
り
ま
す
。

　
　
　

平
成
30
年
度
は
22
・

　
　

７
％
で
す
。

　
　
　

世
帯
数
は
５
割
軽
減

　
　

世
帯
で
13
世
帯
の
増
、

約
45
万
円
の
軽
減
増
で
す
。

２
割
軽
減
世
帯
は
７
世
帯
の

増
で
約
10
万
円
の
増
で
す
。

　
　
　

防
災
無
線
が
聞
こ
え

　
　

づ
ら
い
と
の
声
が
あ
る

が
、
今
回
の
整
備
工
事
で
解

消
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

昨
年
度
実
施
し
た
設

　
　

計
の
中
で
、
伝
搬
調

査
や
音
達
調
査
を
行
い
、
屋

外
子
局
を
５
局
増
設
し
ま
す
。

　
　
　

返
礼
品
を
送
付
す
る

　
　

場
合
３
割
以
下
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
当
町

の
割
合
は
。

　
　
　

工
期
が
９
月
ま
で
で

　
　

授
業
に
差
し
障
り
は
な

い
の
か
。

　
　
　

工
期
は
、
9
月
30
日

　
　

ま
で
で
す
が
、
主
な
工

事
は
夏
休
み
中
に
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

均
等
割
５
割
軽
減
・

　
　

２
割
軽
減
を
拡
充
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
軽
減

拡
充
さ
れ
る
世
帯
数
・
影
響

額
に
つ
い
て
は
ど
う
な
る
の

か
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

�
（
杉
戸
町
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工
事
）

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�

（
杉
戸
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

�

（
杉
戸
町
立
杉
戸
小
学
校�

教
室
・
特
殊
教
室
棟�

屋
上
防
水
、外
壁
改
修
工
事
）

　
令
和
元
年
か
ら
2
年
ま
で
の
２
か
年
で
、
防
災
行
政
無

線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
杉
戸
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
寄
附
金
税
額
控
除
・
個
人
町
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
な
ど
の
改
正
の
専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
杉
戸
町
立
杉
戸
小
学
校�

教
室
・
特
殊
教
室
棟�

屋
上

防
水
、
外
壁
改
修
工
事
を
9
月
末
ま
で
に
行
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
、
２
割
軽

減
及
び
５
割
軽
減
の
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
方
法
の

改
正
の
専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

　
　
　

内
田
放
課
後
児
童
ク

　
　

ラ
ブ
の
空
調
機
の
現
在

の
状
況
は
。

　
　
　

空
調
機
に
不
具
合
が

　
　

あ
り
、
効
き
が
悪
く
、

今
回
２
台
を
交
換
し
ま
す
。

　
　
　

予
防
接
種
の
延
長
に

　
　

伴
う
対
象
者
へ
の
お
知

ら
せ
と
個
人
負
担
に
つ
い
て
。

　
　
　

周
知
を
徹
底
す
る
た

　
　

め
個
人
通
知
を
し
、
自

己
負
担
金
を
５
千
円
か
ら

３
千
円
に
引
き
下
げ
て
、
接

種
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て

い
ま
す
。

　
　
　

実
施
と
な
っ
た
経
緯

　
　

は
。

　
　
　

風
し
ん
の
予
防
接
種

　
　

を
受
け
る
機
会
が
１
度

も
な
か
っ
た
昭
和
37
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男

性
を
令
和
３
年
度
末
ま
で
の

３
年
間
に
定
期
予
防
接
種
の

対
象
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の

　
　

見
通
し
は
。
町
民
に
課

税
さ
れ
る
森
林
環
境
税
を
上

回
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の

　
　

最
高
額
は
令
和
15
年
度

で
年
間
５
９
６
万
５
千
円
の

見
込
み
で
す
。
森
林
環
境
譲

与
税
が
森
林
環
境
税
を
上
回

る
見
込
み
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

無
償
化
に
伴
う
保
育

　
　

園
賃
金
は
、
何
人
を
い

つ
ま
で
雇
う
の
か
。

　
　
　

無
償
化
の
事
務
執
行

　
　

の
た
め
の
臨
時
職
員
を

１
人
、
７
月
か
ら
３
月
ま
で

週
５
日
フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
用

し
ま
す
。

　
　
　

シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

　
　

の
内
容
は
。

　
　
　

無
償
化
、
副
食
費
の

　
　

徴
収
な
ど
新
た
な
事
務

が
発
生
す
る
た
め
で
す
。

主
な
質
疑

賛
成
11
・
反
対
３
で
可
決

◯
主
な
歳
出
と
し
て
、
幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
う
関
係
経

費
、
内
田
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
空
調
機
更
新
工
事
費
、
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
関
係
経
費
、
風
し
ん

追
加
的
対
策
事
業
関
係
経
費
な
ど
で
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

杉戸小学校 防災行政無線

森
林
環
境
譲
与
税

風
し
ん
追
加
的
対
策
事
業

幼
児
教
育
無
償
化

内
田
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

空
調
機
更
新
工
事

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

令
和
元
年
度
杉
戸
町
一
般
会
計

�

補
正
予
算（
第
２
号
）
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請願・意見書

請�
願�
理�

由

　

後
期
高
齢
者
医
療
（
75
歳
以

上
）
の
医
療
費
窓
口
負
担
を
、

２
０
１
９
年
か
ら
現
行
の
１
割

か
ら
２
割
に
す
る
議
論
が
、
経

済
財
政
諮
問
会
議
（
内
閣
府
）

や
財
政
制
度
等
審
議
会
（
財
務

省
）
で
す
す
め
ら
れ
、
さ
ら
に

社
会
保
障
制
度
審
議
会
（
厚
労

省
）
で
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

窓
口
負
担
の
２
割
化
計
画
に
対

し
老
人
ク
ラ
ブ
や
医
療
関
係
団

体
か
ら
慎
重
な
対
応
を
求
め
る

意
見
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

戦
前
・
戦
後
を
体
験
し
て
き

た
高
齢
者
は
日
本
経
済
の
発
展

に
貢
献
し
、
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
制
度
に
支
え
ら
れ
、

世
界
一
の
長
寿
国
を
つ
く
り
あ

げ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
近
年
、
公
的
年
金
の

　
６
月
議
会
で
は
、
２
件
の
意
見
書
の
う
ち
１
件
が
可
決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
送

付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
即
時
中
止
と
、
普
天
間
基
地
の
沖
縄
県
外・

国
外
移
転
に
つ
い
て
、
国
民
的
議
論
に
よ
り
、
民
主
主
義
及
び
憲
法
に
基
づ
き
公
正
に
解
決

す
る
べ
き
と
す
る
意
見
書
」
は
賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書

国に対して「75歳以上の医療費負担の原則
２割化に反対する意見書」の提出を求める件

請
願
趣
旨

　
杉
戸
高
野
台
在
住
、
全
日
本
年
金
者
組
合
杉
戸
支
部
・

支
部
長
村
木
俊
之
氏
よ
り
提
出
さ
れ
、
教
育
厚
生
常
任
委

員
会
で
の
請
願
説
明
は
江
口
光
政
氏
が
行
い
ま
し
た
。

　
議
会
最
終
日
に
、
日
本
共
産
党
が
賛
成
討
論
を
行
い
、

公
明
党
、
自
民
ク
ラ
ブ
、
是
新
の
３
会
派
が
そ
れ
ぞ
れ
反

対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

請願書

　
「
75
歳
以
上
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
２
割
に
し
な
い
こ
と
」を

求
め
る
意
見
書
を
政
府
関
係
機
関
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛成３・反対11 で 不採択

受
給
額
が
毎
年
減
少
す
る
な
ど

の
影
響
も
あ
り
、
高
齢
者
の
く

ら
し
は
困
難
を
極
め
て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
約
半

数
は
生
活
保
護
基
準
を
下
回
り
、

高
齢
者
世
帯
の
27
％
が
貧
困
状

態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
は
健
康
で
長
生
き
す

る
た
め
に
、
わ
ず
か
な
貯
蓄
を

取
り
崩
し
日
々
の
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し

い
生
活
実
態
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
75
歳
以
上
の
医
療
費
自
己

負
担
の
２
割
化
は
、
高
齢
者
の

生
活
と
健
康
に
い
っ
そ
う
打
撃

を
与
え
る
も
の
で
、「
い
の
ち
」

さ
え
奪
い
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
現
実
を
直
視
し
、
後
期

高
齢
者
の
医
療
費
２
割
化
は
行

わ
な
い
よ
う
政
府
関
係
者
に
対

し
て
意
見
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
要
請
し
ま
す
。

な
ぜ
救
え
な
か
っ
た
の
か
。

悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
国
会
に
提
出
さ
れ
た
児

童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
を

図
る
た
め
、
下
記
の
事
項
に

つ
き
、
さ
ら
な
る
取
組
の
推

進
を
強
く
求
め
ま
す
。

　
　

記

１ 

．「
し
つ
け
に
よ
る
体
罰

は
要
ら
な
い
」
と
い
う
認

識
を
社
会
全
体
で
共
有
で

き
る
よ
う
周
知
啓
発
に
努

め
る
と
と
も
に
、
法
施
行

後
必
要
な
検
討
を
進
め
る

と
し
て
い
る
民
法
上
の
懲

戒
権
や
子
ど
も
の
権
利
擁

護
の
在
り
方
に
つ
い
て
も

速
や
か
に
結
論
を
出
す
こ

と
。

２ 

．
学
校
に
お
け
る
虐
待
防

止
体
制
の
構
築
や
警
察
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

　

暴
力
を
振
る
う
、
食
事
を

与
え
な
い
等
の
行
為
に
よ
っ

て
保
護
者
が
我
が
子
を
死
に

追
い
や
る
と
い
っ
た
深
刻
な

児
童
虐
待
事
件
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
を

防
ぐ
た
め
、
国
は
虐
待
の
発

生
防
止
、
早
期
発
見
に
向
け

た
対
応
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
悲
惨
な
児
童
虐
待
は
依

然
と
し
て
発
生
し
続
け
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
3
月
の
東
京

都
目
黒
区
で
の
女
児
虐
待
死

事
件
を
受
け
、
政
府
は
同
7

月
に
緊
急
総
合
対
策
を
取
り

ま
と
め
、
児
童
相
談
所
の
体

制
強
化
な
ど
を
図
る
法
改
正

案
を
今
国
会
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
直
前
の
今
年
１
月
、
野
田

市
で
再
び
痛
ま
し
い
虐
待

死
事
件
が
発
生
。
児
童
相
談

所
も
学
校
も
教
育
委
員
会
も
、

警
察
も
把
握
し
て
い
な
が
ら
、

ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ロ
イ
ヤ
ー
配
置
の
た
め
の

財
政
的
支
援
を
行
う
こ
と
。

３ 

．
虐
待
防
止
の
た
め
の
情

報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
全
て

の
都
道
府
県
・
市
町
村
で

速
や
か
に
構
築
が
で
き
る

よ
う
対
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
全
国
統
一
の
運
用

ル
ー
ル
や
基
準
を
国
に
お

い
て
速
や
か
に
定
め
る
こ

と
。

４ 

．
児
童
相
談
所
と
Ｄ
Ｖ
被

害
者
支
援
を
行
う
婦
人
相

談
所
等
と
の
連
携
を
強
化

し
、
児
童
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
の

双
方
か
ら
親
子
を
守
る
体

制
強
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
児
童
相
談
所
の
増
設

や
体
制
整
備
、
妊
娠
・
出

産
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
う
日

本
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
設
置
推

進
を
図
る
こ
と
。
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一般質問

　6月定例会の一般質問は、6月4日、6日、7日に11人の議員が登壇し、福祉、防災、

学校・社会教育、子育て、土木、まちづくりなどについて、町の考えをただしました。

　質問項目は下記のとおりです。

　なお、質問内容を知りたい場合には、町議会ホームページの「会議録の検索と

閲覧」をご利用ください。6月定例会の会議録は、９月上旬に掲載予定です。

○原田壽々子議員
１． 小児慢性疾病児童への日常生活用具の給付

について
２．未来に向けた図書館の運営方針について

○伊藤美佐子議員
１．選挙の投票率向上に向けた進展は 
２．待機児童対策は
３．町の財産の有効活用を

○坪田光治議員
１．人口を増やすために町ができることは

○仁部前崇議員
１．人口減少問題について

○須田恒男議員
１．学校プールの現況は
２．南側水路の現況は
３．県予算と町の連携は

○石川敏子議員
１．安心して子育てできる杉戸町を
２． 旧杉戸小学校の跡地の活用については

住民参加で

○平川忠良議員
１．ゾーン 30 指定を早急に 
２．交差点の安全対策は
３．葬儀後の手続きサービスは
４．流灯ふれあい館の活用は

○阿部啓子議員
１． シルバー人材センターからの指定管理業務

にかかわる剰余金の返還は
２． 介護保険料の引き下げ、保険料減免制度

の拡充を
３．地域公共交通の充実は

○濵田章一議員
１． 「すぎぴょん」及び「すぎたろう」の活用

について

○森山哲夫議員
１． 高すぎる国保税は値上げではなく、値下げを 
２． 幼児教育・保育の「無償化」に、どう

のぞむのか
３．町道 827 号線の補修と整備計画の策定を

○大橋芳久議員
１． 味覚狩りの充実でアグリパークゆめすぎと

の機能強化を 
２． 「川の国埼玉　はつらつプロジェクト」に

ついて
３．巡回バスの継続について
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議会報告会・政務活動費

平成 30 年度　政務活動費報告
　杉戸町では、議会活動の向上に役立てるため、1人月額1万円の政務活動費を交付しており、交付を受けた会
派または議員は、収支報告書を作成することが定められています。また、調査・研修を行った場合は、政務活
動結果報告書を作成し、議長に提出しています。
　詳細については、収支報告書、領収書および政務活動結果報告書を町議会ホームページに掲載していますので、
ご覧ください。

自民クラブ
4人

是新
4人

日本共産党
3人

公明党
2人

無所属
宮田利雄

無所属
稲葉光男

交付決定額 480,000 480,000 360,000 240,000 120,000 120,000
支出額 89,640 84,542 280,428 193,112 0 0
残　高 390,360 395,458 79,572 46,888 120,000 120,000

会派または個人
支出科目

支出内容
調査研究費 研修費 会議費 資料作成費 資料購入費 広報費

自民クラブ − − − − 89,640 − 書籍代

是新 − 84,542 − − − − 【研修】10/30〜 10/31、1/21〜 1/22

日本共産党 − 4,400 − − 87,706 188,322 【研修】10/20書籍代、活動報告紙印刷・折込代

公明党 157,200 13,232 − − 22,680 −

【視察】5/7〜 5/8　総社市・玉野市
　　　…8/1〜 8/2　沼津市・焼津市
　　　…11/8〜 11/9　岡山市・伯耆町
【研修】7/11〜 7/12
書籍代

宮田利雄 − − − − − −

稲葉光雄 − − − − − −

収支一覧

収支内訳一覧

第 13 回 議会報告会

問
事
項
や
当
日
提
出
の

あ
っ
た
質
問
事
項
に
答

え
る
形
で
進
め
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
、
事
前

に
質
問
の
あ
っ
た
町
内

巡
回
バ
ス
の
運
行
方
法

や
町
の
財
政
状
況
に
つ

い
て
の
ほ
か
、
公
民
館

図
書
室
の
活
用
や
議
員

報
酬
な
ど
、
活
発
な
質

問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、

所
管
す
る
常
任
委
員
会

が
回
答
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
終
了
後
に
来

場
者
か
ら
回
収
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
多
数

の
住
民
に
参
加
し
て
ほ

し
い
。」、「
も
っ
と
議
員

と
参
加
者
の
質
疑
応
答

の
時
間
を
取
り
入
れ
て

ほ
し
い
。」
と
の
声
が
あ

り
、
今
後
の
課
題
と
な

り
ま
し
た
。

　

杉
戸
町
議
会
で
は
、
住

民
の
方
々
に
議
会
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
定
例
会

で
審
議
し
た
内
容
な
ど

に
つ
い
て
の
報
告
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
５
月
18
日

（
土
）
午
前
10
時
か
ら
約

２
時
間
に
わ
た
り
、
す

ぎ
と
ピ
ア
に
お
い
て
第

13
回
議
会
報
告
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
「
３
月
定

例
会
の
審
議
内
容
に
つ

い
て
」
の
説
明
を
行
い
、

第
２
部
は
「
議
員
と
の

意
見
交
換
会
」
と
し
、

事
前
に
提
出
さ
れ
た
質

※�

会
場
で
の
質
問
や
回
答
の

概
要
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
各
公
民
館
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

主
な
質
疑
応
答

来
場
者
の
反
応



編
集
後
記

　

現
在
の
編
集
委
員
で
の

発
行
は
今
号
で
最
後
に
な

り
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
、

読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り

を
委
員
一
同
、
心
が
け
て

き
ま
し
た
が
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
６
月
議
会
号
は

例
年
で
あ
れ
ば
８
月
１

日
に
発
行
と
な
り
ま
す
が
、

７
月
21
日
が
町
議
会
議
員

選
挙
の
投
票
日
で
あ
る
こ

と
を
考
慮
し
、
前
倒
し
し

て
発
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
編
集
内
容

が
簡
略
化
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
詳
し
い
内
容
は
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

　

最
近
は
投
票
率
の
低
下

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、「
議
会
だ
よ
り
」
を

も
っ
と
身
近
に
幅
広
い
年

代
の
方
に
親
し
ま
れ
る
も

の
に
し
、
町
議
会
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

今
後
と
も
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
健
康
に
十
分
留
意

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

議会に関するご意見・ご要望はこちらまで gikai@town.sugito.lg.jpE-mail 

○印…賛成 ×印…反対 欠印…欠席 除印…除斥 棄印…棄権  ※議長は表決に参加しないため、「−」となっています。

9月定例会は、

8月27日（火）
開会予定です。

６月定例会
傍聴者数

8

〇 
今
回
議
会
を
傍
聴
し
、
議

員
の
方
と
答
弁
者
の
や
り

取
り
を
直
接
自
ら
の
目
で

見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

で
、
議
場
の
厳
粛
な
雰
囲

気
や
議
会
が
進
行
し
て
い

く
様
子
を
経
験
と
し
て
蓄

え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

〇 

議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
で
、

他
課
の
課
題
を
知
る
こ
と

が
で
き
良
か
っ
た
で
す
。

〇 

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
今

後
の
杉
戸
町
を
今
よ
り
さ

ら
に
住
み
や
す
い
、
よ
り

良
い
町
に
し
て
い
く
為
の

討
論
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

〇 

今
回
の
議
会
の
こ
と
を
思

い
出
し
、
町
民
、
町
の
た

め
に
と
い
う
原
点
を
見
失

わ
な
い
よ
う
に
努
め
た
い

と
感
じ
ま
し
た
。

第
59号

発
行
・
杉
戸
町
議
会
　
編
集
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　
☎
〇
四
八
〇
�
一
一
一
一

〒
三
四
五
︱
八
五
〇
二
　
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
清
地
二
丁
目
九
番
二
九
号

新
人
職
員
が

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

第
1

0
4

号
　

令
和

元
年

7
月

1
日

発
行

こ
ん

に
ち

は
 杉

戸
議

会
で

す

令和元年 第３回 杉戸町議会定例会　議員別表決結果一覧
自民クラブ 是新 日本共産党 公明党 無所属
濵
田　
章
一

坪
田　
光
治

勝
岡　
敏
至

窪
田　
裕
之

大
橋　
芳
久

須
田　
恒
男

仁
部　
前
崇

原
田
壽
々
子

阿
部　
啓
子

森
山　
哲
夫

石
川　
敏
子

平
川　
忠
良

伊
藤
美
佐
子

宮
田　
利
雄

稲
葉　
光
男

町
長
提
出
議
案

専決処分の承認を求めることについて（杉戸町税条例等
の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

専決処分の承認を求めることについて（杉戸町国民健康
保険税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

工事請負契約の締結について（杉戸町防災行政無線デジ
タル化整備工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

工事請負契約の締結について（杉戸町立杉戸小学校 教室・
特殊教室棟 屋上防水、外壁改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

区域外道路の認定の承諾について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和元年度杉戸町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ −

令和元年度杉戸町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和元年度杉戸町介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改
正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ −

杉戸町森林環境基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ −

杉戸町水道給水条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

杉戸町介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

杉戸町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議
員
提
出
議
案

請願書（国に対して「75 歳以上の医療費負担の原則２割
化に反対する意見書」の提出を求める件） × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × −

児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の沖縄県外・
国外移転について、国民的議論により、民主主義及び憲
法に基づき公正に解決するべきとする意見書

× × × × 棄 ○ 棄 棄 ○ ○ ○ × × × −

会 派 名

議員氏名
議案名

（委員会）

6月 11日 教育厚生  4人
12日 総務建設  2人

（本会議）
5月 31日 1人

6月

4日 16人
6日 9人
7日 9人

10日 6人
19日 1人




